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大会概要／スケジュール

・スーパースプリント ・・・スイム200ｍ・バイク4ｋｍ・ラン1.3ｋｍ×3セット
・オリンピック・ディスタンス ・・・スイム：1.5ｋｍ・バイク40ｋｍ・ラン10ｋ
・ジュニア・・・スイム150ｍ・バイク3ｋｍ・ラン1ｋｍ

競技内容

〒263-0043 千葉県千葉市稲毛区小仲台8-25-2-401
銚子マリーナトライアスロン大会エントリー事務局
TEL043-287-7717 FAX043-287-7793 （電話受付：祝日を除く
平日 14：00－18：00）

大会事務局

8月30日（木）締め切り

(3) スーパースプリント ： 60名

(2) ジュニアの部 ：60名

(1) オリンピック ：800名 （個人の部500名、リレーの部300名100組）定 員

NTT東日本／NTT西日本／大塚製薬／ライトアベイル 他協 賛

株式会社ニューバランスジャパン特別協賛

銚子警察署／銚子海上保安部／銚子市消防本部／銚子市消防団／株
式会社銚子マリーナ／千葉科学大学／銚子商工会議所青年部／連合銚
子地域協議会／銚子市体育指導員連絡協議会／銚子市青少年相談員
連絡協議会／銚子市旅館組合／銚子民宿組合／地元サーファー有志一
同／スポーツ写真クラブV／千葉交通株式会社／京成バス株式会社 他

協力（予定）

千葉県トライアスロン連合（CTU）主 管

社団法人日本トライアスロン連合・銚子マリーナトライアスロン大会実行委
員会（主要構成団体：銚子市／銚子市教育委員会／銚子市体育協会／
銚子市トライアスロン協会）

主 催

銚子マリーナ特設会場会 場

平成19年（2007年）9月30日（日） ※雨天決行日 時

NTTジャパンカップランキングイベント
JTUスーパースプリントトライアスロン選手権銚子大会
2007銚子マリーナ国際トライアスロン大会
2007千葉県トライアスロン選手権

大会名

・大会概要 ・ 9月29日(土) 大会公式スケジュール

選手競技説明会（スーパースプリント部門）16:30～17:00

メカニックサービス14:30～16:00

選手受付14:30～16:00

・9月30日(日) 大会公式スケジュール

選手受付（個人・リレー・ジュニア）06:00～0 7:30

競技説明会07:30～

スイムウォーミングアップ07:45～

アンクルバンド受領07:50～

スタートセレモニー08:00～

個人・リレースタート（以降3分間隔）08:30～

ジュニアスタート（以降2分間隔）09:30～

スーパースプリント部門女子スタート
(以降40分間隔でレース)

12:05～

スーパースプリント部門男子スタート
(以降40分間隔でレース)

12:25～

表彰式・閉会式14:30～
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コースマップ

［競技内容について］

スーパースプリント5.45km（スイム＝200m、
バイク＝4.0km、ラン＝1.25Km）を3ヒートし、

着順により獲得したポイント総数で順位を決
定する（同点の場合は先着回数で決定）。

スイム：1周200mコースを1周回

バイク：1周4kmコースを4周回

ラ ン ：1周1.25kmコースを3周回

12pt5位
10pt6位
8pt7位
6pt8位
4pt9位

18pt2位
16pt3位

※11位以降0pt11位～

2pt10位

14pt4位

20pt1位
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リリース 大会開催前リリース

銚子大会
事前リリース

銚子大会
出場申込

2007年9月26日発信 大会WEBサイトで受付

http://www.keiyo-isc.org/choshi/entrly-elite.htmlhttp://www.jtu.or.jp/news/2007/pdf/07ChoshiPreRelease1.pdf
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会場風景①

スイムスタート
(銚子マリーナ)

スイムフィニッシュ
(難波温泉海岸)

バイク・ランコース トランジション
エリア
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会場風景②

フィニッシュゲート アドバナー
ＮＴＴ東日本

アドバナー
ＮＴＴ西日本

アドバナー
大塚製薬

「Amino-Value」
「SOYJOY」
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会場風景③

アドバナー
ニューバランスジャパン

※大会特別協賛

のぼり
ＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西日本

出展ブース
大塚製薬

給水ポイント
大塚製薬

「Amino-Value」
「SOYJOY」

JTUオフィシャルドリンク
「Amino-Value」



２００７ＪＴＵスーパースプリントトライアスロン選手権銚子大会
ＮＴＴトライアスロンジャパンカップ第１０戦

大会模様

P.7
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大会模様①
2007年9月29日 大会前日

競技説明会
9月29日(土)16:30～17:00 スーパースプリント部門競技説明会

選手受付
9月29日(土)スーパースプリント部門競技説明会終了後
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大会模様② 「一般・ジュニア部門レース模様」 ８時３０分～１２時 ２００７年９月３０日 大会当日
一般・ジュニア部門
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大会模様③ 「一般・ジュニア部門レース模様」 ８時３０分～１２時 ２００７年９月３０日 大会当日
一般・ジュニア部門
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大会模様④ 「スーパースプリント選手権 第１ヒート」 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第１ヒート

第1ヒート結果

エリート男子
1位 山本良介(トヨタ車体)
2位 細田雄一(ウイダー)
3位 山本淳一(K‘S-Y・グリーンタワー・稲毛インター)

エリート女子
1位 関根明子(NTT東日本･NTT西日本)
2位 上田藍(シャクリー･グリーンタワー･稲毛インター)
3位 足立真梨子(トーシン・日東紅茶・TEAM KEN'S)第１ヒート

女子１２時０５分、男子１３時２５分スタート
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大会模様⑤ 「スーパースプリント部門 第２ヒート」女子 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第２ヒート

スーパースプリント 第２ヒート
女子１２時４５分スタート

第2ヒート・女子結果
エリート女子

1位 関根明子(NTT東日本･NTT西日本)
2位 上田藍(シャクリー･グリーンタワー･稲毛インター)
3位 足立真梨子(トーシン・日東紅茶・TEAM KEN'S)
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大会模様⑥ 「スーパースプリント部門 第２ヒート」 男子 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第２ヒート

スーパースプリント 第２ヒート
男子１３時０５分スタート

第2ヒート・男子結果
エリート男子

1位 山本良介(トヨタ車体)
2位 細田雄一(ウイダー)
3位 山本淳一(K‘S-Y・グリーンタワー・稲毛インター)
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大会模様⑦ 「スーパースプリント部門 第３ヒート」 女子 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第３ヒート

スーパースプリント 第３ヒート
女子１３時２５分スタート

第3ヒート・女子結果
エリート女子

1位 関根明子(NTT東日本･NTT西日本)
2位 上田藍(シャクリー･グリーンタワー･稲毛インター)
3位 足立真梨子(トーシン・日東紅茶・TEAM KEN'S)
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大会模様⑧ 「スーパースプリント部門 第３ヒート」 男子 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第３ヒート

スーパースプリント 第３ヒート
男子１３時４５分スタート

第3ヒート・男子結果
エリート男子

1位 山本良介(トヨタ車体)
2位 細田雄一(ウイダー)
3位 山本淳一(K‘S-Y・グリーンタワー・稲毛インター)
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大会模様⑨ 「スーパースプリント部門 表彰式」 ２００７年９月３０日 大会当日
スーパースプリント選手権 第３ヒート

スーパースプリント選手権銚子大会
表彰式

男子
優勝 山本良介

(トヨタ車体)
2位 細田雄一

(ウイダー)
3位 山本淳一

(K‘S-Y・グリーンタワー・稲毛インター)

女子
優勝 関根明子

(NTT東日本･NTT西日本)
2位 上田藍

(シャクリー･グリーンタワー･稲毛インター)
3位 足立真梨子

(トーシン・日東紅茶・TEAM KEN'S)
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大会リリース 大会結果リリース

女子は関根、男子は山本良介が完全優勝 男女ともに

今日は天候が荒れてい
たけれど、雨のレース
が好きなので、私に
とっては良かったので
はないか。
次のレースは来月お台
場で行われる日本選手
権の予定。日本選手権
では、まず何よりも
「トライアスロンが好
き」だという初心に
戻って、結果を恐れず
に思い切りレースに向
かっていきたいと思っ
ている。

女子総合優勝
関根 明子 (ＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西日本)

、３ヒートとも制しての勝利

9月30日（日）、千葉県銚子市の銚子マリーナ周辺特設コースで、2007NTTトライアスロンジャパ

ンカップ第10戦・2007JTUスーパースプリントトライアスロン選手権第3戦銚子大会が行われた。

酒田、小名浜に続き、JTUスーパースプリントトライアスロン選手権シリーズの第3戦となる本大

会は、同日開催のNTTジャパンカップ第9戦村上・笹川流れ国際トライアスロン大会と並び日本選

手権へ向けて出場権を得るための最後の戦いの場でもあるため、日本トップクラスの選手から

ジュニアまで、女子13名、男子24名の選手が集結。女子ではナショナルチームであり、スーパー

スプリント選手権シリーズ第2戦小名浜大会を制している関根明子（NTT東日本・NTT西日本）が

ベテランの力を見せつけた。

午前12時05分、気温19.2度、強い風と雨のなかでスタートした女子第1ヒートは、スイムから関

根がトップで激走し、そのままバイクへ。バイクに入ると、逃げる関根のあとを足立真梨子（トーシ

ン・日東紅茶・TEAM KEN'S）、菊池日出子（チームテイケイジュニア）、上田藍（シャクリー・グリー

ンタワー・稲毛インター）、中西真知子（NTT東日本・NTT西日本）の5選手が追う展開に。しかし、

その順位は何度も入れ替わる。結局2位から6位までの順位はバイク後半、ランで多少の変動が

あったものの、最後までトップに追いつくことができず、このヒートは関根が制した。

その後、40分おきにスタートした第2、第3ヒートでも、第1ヒートのトップ6選手が中心となってレー

スが進められた。佐藤、菊池といった若手選手も健闘したが、関根がスイムからトップを走り、結局

どの選手も捉えることはできなかった。関根はそのまま3ヒートとも制し、総合1位で終了。

女子の20分後、午前12時25分にスタートした男子は、さらに雨風が強くなり、厳しいコンディショ

ンのなかでのレースとなった。若手選手がナショナルチームの山本良介（トヨタ車体）、細田雄一

（ウイダー）、とベテランの山本淳一（K‘S-Y・グリーンタワー・稲毛インター）という有力選手3名に

挑む展開に。第1ヒートのスイムをトップであがった山本良介は、その勢いのままバイクへと進む。

その後ろを細田、山本淳一が付けるが一歩届かず、ランに入ってもその3選手でトップ争いが繰り

広げられた。長谷川裕一（東京ヴェルディ）をはじめとする若手もそのあとを追うが、上位3選手と

の距離は縮まらない。第1ヒートはそのまま最後まで勢いの衰えなかった山本良介が制し、細田、

山本淳一と続いた。

第2、第3ヒートとも悪天候をものともせず、山本良介が独走を貫いた。細田、山本淳一が僅差に

詰め寄る場面もあったが、結局、レースは女子と同じように山本良介が3ヒートとも制しての総合優

勝となった。

スイムの舞台は銚子の海。海岸から一斉スタート

厳しいコンディションとなった男子第3ヒートのバイク

サバイバルなレース
だったけれど、気持ち
だけは前に出していこ
うと思っていた。
今年も後半からはラン
でも勝負できるように
なっているので、日本
選手権もランで優勝で
きるのではないかと考
えている。今年、日本
一になって来年の北京
オリンピックを目指し
たい。そのためにはこ
れから3週間が重要。

男子総合優勝
山本 良介 (トヨタ車体)
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大会公式記録

女子

0120:15:490120:15:440130:16:560学連／日本体育大学20梶田 舞12

0130:16:020130:16:390120:16:240学連／日本体育大学18松永 千裕8

0110:15:322100:15:180110:15:522神奈川県連合22阿部 絵美711

680:15:170110:15:252100:15:428栃木県協会16高久 沙織1110

2100:15:29490:15:03490:15:3310千葉県連合18藪内 里美69

490:15:20680:14:54870:15:2318東京都連合22楠 里紗108

870:15:13870:14:53680:15:3022千葉県連合24村上 真悠97

1250:14:281250:14:121060:14:4834NTT東日本・NTT西日本31中西 真知子36

1440:14:211060:14:201250:14:3636日本橋女学館高等学校15佐藤 優香55

1060:14:311440:14:051440:14:3038チームテイケイジュニア20菊池 日出子44

1630:14:121630:13:571630:14:2148トーシン・日東紅茶・TEAM KEN'S24足立 真梨子133

1820:14:021820:13:511820:14:1554シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター23上田 藍22

2010:13:512010:13:432010:14:0960NTT東日本・NTT西日本32関根 明子11

ポイント順位第3ヒートポイント順位第2ヒートポイント順位第1ヒート合計所属年齢氏名Bib順位
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大会公式記録

男子

2010:13:132010:12:342010:13:0860トヨタ車体28山本 良介21

1820:13:201820:12:371820:13:2154ウイダー22細田 雄一12

1630:13:271630:12:571630:13:2848K'S-Y・グリーンタワー・稲毛インター33山本 淳一33

1440:13:291440:13:161440:13:3742神奈川県連合22長谷川 裕一74

1250:13:50870:13:251250:13:4332チームテイケイジュニア17細田 貴茂55

1060:13:571250:13:211060:13:4332神奈川県連合25重田 裕也96

870:14:001060:13:24870:13:5626ウイングスＴＣ18宇都宮 涼太47

680:14:01680:13:41680:13:5718学連／近畿大学21神田 紘輔228

2100:14:050120:13:56490:13:596学連／立命館大学20田中 潤149

0110:14:12490:13:442100:14:036学連／日本体育大学20若杉 摩耶文209

490:14:030110:13:480120:14:094チームテイケイジュニア15椿 浩平611

0140:14:332100:13:460150:14:262千葉県連合27岩田 聡812

0150:14:330180:14:240160:14:270埼玉県連合15松澤 真之介10－

0130:14:230140:14:030130:14:100神奈川県連合26佐藤 悠一11－

0160:14:340170:14:180200:14:380栃木県協会28國分 俊幸12－

0210:14:590190:14:280220:14:450神奈川県連合40中込 英夫13－

0120:14:150130:13:570140:14:110学連／早稲田大学22川村 好平15－

0230:15:060210:14:310210:14:410東京都連合28廣澤 克壽16－

0190:14:450160:14:160170:14:300学連／日本体育大学22中野 弘敬17－

0170:14:390200:14:290180:14:330東京都連合32永留 誠18－

0240:15:230240:14:520230:15:070学連／日本体育大学22松下 昌平19－

0220:15:040230:14:510240:15:090神奈川県連合18木野 貢造21－

0200:14:470150:14:140190:14:370学連／早稲田大学21藤原 拓23－

0180:14:420220:14:410110:14:060愛知県協会24堀江 剛一24－

ポイント順位第3ヒートポイント順位第2ヒートポイント順位第1ヒート合計所属年齢氏名Bib順位
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ＷＥＢ展開

ＪＴＵ ＷＥＢ Ｍａｇａｚｉｎｅ
http://www.jtu.or.jp/race/japancup/2007/07choshi.html

大会ホームページ
http://www.keiyo-isc.org/choshi-marina.htm
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選手への配布物

・レースナンバー
・JTU Magazine
・大会プログラム
・スポンサーノベルティ
・バッグ 他
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大会データ

総出場選手数 ７０１名
エリート男子 ２４名／エリート女子 １３名／一般 ４４７名／小中学生 ４９名／リレー ５６組１６８名

出場選手数：

５,０００名観戦客数：

※大会メイン会場および沿道含む

大会予告(大会情報、きょう・明日のスポーツ欄など)

読売新聞、中日新聞、スポーツ報知、千葉日報、四国新聞 他
報道：

大会結果記事

毎日新聞、読売新聞、北日本新聞、日刊スポーツ、デイリースポーツ、
千葉日報、大分合同新聞、熊本日日新聞 他

天候： 晴れ 気温１９.０℃、風速９.９m/sec 、水温２１.３℃ ※12時現在、北東の風
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新聞記事①

9月30日 きょうのスポーツ掲載一例9月29日 千葉日報

読売新聞、中日新聞、スポーツ報知、千葉日報、四国新聞 他

10月1日 読売新聞10月1日 毎日新聞10月1日 日刊スポーツ
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新聞記事②

10月6日 大分合同新聞10月1日 千葉日報10月1日 北日本新聞

10月2日 千葉日報10月1日 千葉日報10月1日 デイリースポーツ
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御礼

２００７ＪＴＵスーパースプリントトライアスロン選手権銚子大会を

支えていただいた、たくさんのボランティアとスポンサー、

そしてトライアスロンファンの皆さまのご協力に、

心から感謝いたします。

２００７年９月３０日
社団法人日本トライアスロン連合
www.jtu.or.jp


